第２回　幼児教育検討部会議事要旨
Ⅰ．開催日時　　平成23年6月2日（木）　15時～16時4０分

Ⅱ．場所　　　　名張市役所２階　庁議室

Ⅲ．出席者　　　子ども権利委員会委員５名、オブザーバー３名、オブザーバー代理１名、

事務局４名
　　欠席者　　　オブザーバー２名
Ⅳ．内容

１．メンバー紹介

　　事務局よりメンバー紹介

２．部会長あいさつ
３．議事進行

・第１回部会の協議事項について

資料に基づき、事務局より説明。前回の会議議事録についての内容と、それをホームページに掲載することを確認。また、5月31日に行われた「就学前教育・保育施設検討部会」の会議内容を報告。
・第1回部会における課題の抽出について
　　資料に基づき、事務局より説明。前回の会議で出た意見を項目ごとに分け、課題を抽出。
・抽出された課題とその対処方法について
　　幼児教育部会が答申すべき点が４点あるが、前回の議論により、幼稚園と保育園の連携、保・幼・小の仕組みづくりを当面議論するべきと考えている。しかし、連携は一部しか進んでいないような印象を受ける。どういう連携、交流をしているのか、できていないときはどういった理由でできていないのかを議論する。
【質疑・意見交換】
（○：質問または意見、◇：回答）
○　幼稚園については公私とも、幼稚園教育要領に謳われている、押さえないといけない５領域は押さえて教育を行っている。また、保育所についても保育所保育指針で概ね同じような方向性で幼児教育について謳っている。保育所はより深く、養護面が中心になるが、扱う活動のもって行き方や子どもたちの過ごし方等のスタイルが違うだけで、幼保とも目指す方向は同じと考えられる。どの程度「同じような体験」をさせるのか、両者の保育に関する考え方、スタイルの違いを理解したうえで議論する必要がある。

○　幼稚園・保育所ごとに抱える家庭の問題がそれぞれ違うし、その問題が育ちを妨げる大きな要因にもなっていると思われるため、子どもだけでなく、背景にいる保護者の抱える問題の理解をし、その上で、どのように小学校につないでいくかも課題である。
　
○　幼稚園、保育所では視点が違うので、行っている研修内容にも違いがある。そのため、職員に「子どもの育ちの部分での共通理解を図る研修」を行っていくことが必要である。

○　保育所と幼稚園の交流については、公立のみ人事交流、合同研修を行っており、私立を交えては行っていないのが現状である。保育所については公私を交えた保育所施設長連絡協議会があるが、幼稚園にはそのような組織はない。公立の幼小の連携や、幼稚園への研修の一部は名張市教育研究所を中心に行っている。保育所、幼稚園、小学校間における組織的な体制作りが必要である。
○　教育研究所の事業対象者に保育所、私立幼稚園が入っていない等、行政組織の違いによる問題点がある。
○　保育所、幼稚園、小学校間の連携において、時間帯の設定、人的保障の問題など、環境整備を同時に整えていくことが不可欠である。その上で、名張市教育研究所等の既存の機関を利用した連携をとるべきか、新たな連携の場を構築すべきかを検討する必要がある。
４．その他
　1回目の議論と今回の議論を整理して、課題とその対応法、あれば提案事項も含めて事務局にてたたき台を作成し、次回の会議に提案する。
